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重力加速度をgとして、以下の問いに答えよ。

1．糸の長さがZの単振り子の微小振動の周期を書け。

2．質量Mの剛体が、その重心からの距離が五の水平軸0が固定され、そ

のまわりに自由に回転でき、軸0のまわりの慣性モーメントを1とする。

重心Gが平衡点の近くで微小振動する剛体振り子（物理振り子）の振動

の周期丁を求めよ。，

3．この剛体の回転運動の角速度がωのとき、その運動エネルギーを1と

ωを用いて表せ。

4．このとき重心は速度五ωで並進運動し、剛体はそのまわりを角速度ωで

回転運動している（重心を通り、軸0に平行な軸のまわりの剛体の慣性

モーメントを如とする）と考えることもできる。その場合、剛体の運動

エネルギーは重心の並進運動の運動エネルギーと、重心のまわりの剛体

の回転運動の運動エネルギーの和である。それはどのように書くことが

できるか。

5．上記二通りの観点から表された運動エネルギーは等しいはずである。こ

のことより1を熔，M，ゐを用いて表せ。

6．この剛体振り子の周期丁は、糸の長さZの単振り子の周期と等しい。そ

の長さZ（相当振り子の長さ）を五とκを用いて表せ。ただし、ZG＝Mκ2

とする。

7．さてL≠Kであったとしよう。重心σからの距離が乙’（五ノ≠五）で軸0

に平行な水平軸0’を新しい固定軸として、同じ剛体を微小振動させたと

ころ、その周期が、固定軸が0であった場合と等しかった。この周期丁
を五，五ノ，gだけを用いて表せ。

8．重心のまわりの慣性モーメントZσをM，L，五ノだけを用いて表せ。
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II

z軸方向を向き、軸対称であるが、軸からの距離丁に依存して変化する磁

場の、磁束密度の之成分がB（γ，のであり、それが時間オに依存して変動

すると、電磁誘導が起こり、その誘導電場により電子（質量m，電荷一e）

が、z＝0の平面内を、一定の半径Rの円周（中心γ＝0）上を加速され

続けるとしよう・潮のまわりの触をθとして、以下、円柱座標（r，θ，β）

を用い、問いに答えよ。

1．半径Rの円一周に誘導される起電カレと円内を貫く磁束Φ㎜の関係

（ファラデーの電磁誘導の法則）を書け。

2．誘導起電力yと、誘導電場のθ方向（円周に沿った方向）の成分Eの

問の関係を書け。

3．磁束Φ呪を、β（γ，のを用いて定積分の形で表現せよ。　　　　　　’

4．電子の速度がθ方拘にuであるとき、ローレンツカが働き、それが向心

力になって、半径一定（R）の円運動をする。ローレンツカと向心力のγ

成分が等しいことを表す式を書け。

5．上記の関係が．電子が誘導電場によって加速されても変化せず、Rが，

一定に保たれる条件を、留と誓の関係として表せ。

6・風輪場Eによる縄勧で翻ま加速される．訂の加顔を影，
して、電子の運動方程式を書け。

7．三つの量霧，E，Rの間の関係を求めよ。

8．二つの量霧と争の関係を求めよ。これはベータトロン加速器で、電

子を半径一定（R）の円軌道上を加速し続けることができるための条件で

ある。
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